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マスク着用に関する実証的研究の前段階とし
て，特にだてマスクと呼ばれるマスク着用につ
いて心理学の視点から概観することを本稿の目
的とする。
　多くは不織布やガーゼ地で作られ鼻および口
を覆うマスクは，病菌や塵埃，花粉などを防ぐ
ためのものである。しかしながら本来とは別の
目的でマスクを着用しているのではないかと思
われる例が特に大学生の間で頻繁に見受けられ
るようになっている。インフルエンザの流行す
る時期でない真夏でもマスクを常時着用してい
るケースもある。

マスクも非言語的コミュニケーションの中の
人工品（artifacts）の一つとして分類される。す
なわち服装やバッグ，眼鏡，ネックレスなどの
各種装飾品と同様に，それら持ち物や身に着け
た品物からさまざまなイメージとしてメッセー
ジが相手に送られたり，受け取られたりするの
である。非言語的コミュニケーションは意図
的，あるいは無意図的になされるが，意図的に
なされる場合は自己呈示に含まれる。

自己呈示としての「マスク」

　本来の健康上の理由から着用するのではな
く，それ以外の目的で着用されるマスクを「だ
てマスク」と呼ぶ傾向が定着しつつある。だて
眼鏡が視力矯正の目的ではなく，顔を飾るため
に掛けられるのと似た意味から「だてマスク」
と呼ぶわけである。さて，だてマスクがもし自
己呈示のために用いられているとするならば，
着用者はだてマスクによってどのような自己

（の印象）を呈示しようとしているのか。マスク
によって，あるいはマスクを着けていることに

よって，相手に対し自分の印象をどのように管
理したいのであろうか。
　自己呈示の一般的な種類である，取り入り

（ingratiation），自己宣伝（self-promotion），示
範（exemplification），威 嚇（intimidation），哀
願（supplication）などはどれも当てはまりにく
いようである。しいて言えば相手からの同情や
支援を引き出そうとする哀願が近いかもしれな
いが，ことさら体調不良や病気がちであること
を前面に示して哀れみや支援を取り付けようと
している様子はうかがえない。ましてや自他の
健康のために誠実にマスクをかけて周囲から立
派な心掛けの人だと認められたいという示範の
ような積極的動機もみられない。むしろマスク
に関心を寄せられたり注目されたりするのを避
けようとしている消極逃避的な姿勢が感じられ
る。マスク着用によって自己に関する特定の印
象を強く相手に刻み付けようという目的意識は
希薄であって，反対に特別な印象を与えたくな
いという気持ちのほうが強いのではないかと考
えられる。マスクには自己呈示としての明確な
意味合いはほとんどなさそうである。

「マスク」の機能

　自己呈示の目的があまりないとすれば，だて
マスク着用にはどのような効能があるのであ
ろうか。そこでまずマスクそのものの覆い隠す
という機能を考えてみたい。マスクは顔の下半
分，鼻の一部から口，そして顎までを覆うもの
である。人間の顔自体も仮面であるという見方
がある。パーソナリティの語源であるラテン語
のペルソナは演劇などで用いられる仮面を意味
する。ホンネの素顔に対してタテマエの仮面な
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のである。素顔（ホンネ）を隠し，別の自分を見
せることが仮面の重要な機能である。ただしマ
スクは顔全面を覆うのではなく口を主として下
半分のみを覆うので，マスクは口元の仮面とい
える。そのことによって口の動き，表情を隠す
ことができる。
　人間の口は動物の口と基本的に大きく異なる
特徴を持っている。動物の口には，生の食べ物
を細かく嚙み切る働きと，獲物や敵に噛みつい
て攻撃する働きという 2 つの働きがある。その
ため口および口周辺は硬く強固でなければなら
ず，皮膚表面の筋肉の動きは制限される。つま
り口周辺を動かして表情を作りだすことが難し
い。一方，人間の口は加熱や道具によって調理
できるので，動物ほど強固である必要はなく，
また手や武器を使用して攻撃するので口は幼児
期以外には攻撃手段としてほとんど用いられな
い。人間の口周辺は柔らかい組織で動かしやす
いので豊かに表情を示すことが可能となる。人
間の顔は動物のように毛で覆われていないの
で筋肉の動きを皮膚を見て直接観察できる。ま
た，頬，口，鼻の大部分，顎など顔の下半分は，
眉や額，目とまぶたと鼻の付け根部分などとは
独立した動きが可能であり，これらの組み合わ
せで表情は成り立つ。しかし独立した動きが可
能なため口元だけでも表情をつくることができ
る。例えば，口（唇）を尖らす，口をつぐむ，口
をへの字に曲げる・一文字に閉ざす，唇を噛む，
口をゆがめる，また歯を見せたり舌を出したり
しても口元で表情を示すことができよう。よっ
てマスクを着用していれば，口元に表れる緊張
感や敵意，不満，抗議，悔しさ，恥ずかしさなど
自分にとって表出したくない感情を相手に察知
されなくて済むのである。

親和葛藤理論と対比させて

　マスクで口元を覆うことによって自己のネガ
ティブ感情を隠すことができる。しかし口元か
らは自己のポジティブ感情を発信することもで
きるはずである。例えば敵意で歯をむきだすば

かりでなく，にっこり微笑んで白い歯を見せる
こともできる。喜びを伴った軽い驚きなども口
元で表現される。口元の表情は相手への親近感
や好意的感情を示すことができる反面，相手へ
の拒否感や敵対的感情を示すこともできる。そ
れをマスクで覆ってしまうと，そのどちらもが
伝達されなくなる。
　このことは視線の一致するアイ・コンタク
トと一部似た状況である。アイ・コンタクトで
は相手と視線を交わすことによって好意・親
近感または拒否・嫌悪感を伝達することがで
きる。また相手の目を見ることでより深い感情
を読み取ることができる。しかるに好ましくな
い状況としては，自らが好意的サインを送った
にもかかわらず相手から拒否サインが返される
場合がある。つまり好意的に相手の目を見つめ
たのに，目が合ったと思った瞬間に目を背けら
れるような場合である。また相手の真意を測ろ
うと相手の目に視線を固定したとすれば，それ
は同時に自分の目も相手から注目されているわ
けで深層の感情が読み取られはしないかとの不
安が生じる。好意の伝達と相手から真意の情報
を得ようとしてアイ・コンタクトを求める傾向
を接近力といい，相手からの拒否の確認と自己
の真意の漏洩を嫌ってアイ・コンタクトを避け
ようとする傾向を回避力という。この相反する
傾向の拮抗する点でアイ・コンタクトの量が
決定されるというのが親和葛藤理論（affiliative 
conflict theory）である。
　さて，マスクを対象にして親和葛藤理論を当
てはめてみるとどうであろうか。口元の表情で
相手への好意を表現できるし，相手の口元の表
情から相手の表層的かもしれないが感情を読み
取ることもできる。一方，好意を表現したけれ
ども相手からは拒否の口元表現が返されること
もあれば，自分の口元の表情から心理を読み取
られる不安もある。こうした相互関係は対人コ
ミュニケーション事態の基本といってよい。相
手に伝えフィードバックされ，相手を知り自ら
を知ってもらうという相互の対等な関係であ
る。しかしながらだてマスクを着用するとこの
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関係は崩れる。相手に対する口元表情による非
言語的メッセージを隠蔽することとなる。好意
であれ敵意であれ何も発信しないのだからそれ
に対するフィードバックの表情は示されない。
すなわちポジティブ，ネガティブ感情を発信し
ないので，その回答を確認しないで済むわけで
ある。また，相手の口元表情から相手の感情を
察知・推測するが，自らの口元は隠して情報の
漏洩を防いでいる。親和葛藤理論的にいえば，
接近力がたいそう低く，回避力がたいそう高い
レベル，つまりアイ・コンタクトを避けている
のと似た状態である。すこし異なるのは，だて
マスク着用では相手の情報は得ながらも自らの
情報は与えないという点である。まさにサング
ラスを掛けた状態と近似している。だてマスク
の心理には，話したくない，交流したくない，
自己開示しない，知られたくないといった心理
的要素が潜んでいることが示唆される。

仮面との比較から

　パーソナリティとは社会や環境の中で，他者
に示す自己，他者から認知されたい自己を演じ
て見せたものである。ペルソナの語源のところ
で述べたとおりであり，人は真の自分ではな
く，見せたい自分を演じているというのであ
る。ここで仮面とマスクとの相違を整理してお
こう。
　仮面は一般に顔全面を覆うことで本来の顔を
見えなくし，仮面上に表現された顔，性質のも
のとして認知されることを目的としている。自
分を隠すと同時に別の自分以外のものを見せる
のが仮面である。本来とは別の情報を呈示する
ことになる。もちろん常にうまくいくとは限ら
ず表面の偽りの呈示を見破られて本来の自分が
露呈することもあるであろう。一方マスクは顔
の下半分ではあるが隠すのみで，マスクによっ
て特に意図された自分を呈示しようとはしな
い。たいていのマスクは長方形で白色無地が基
本形となっている。近年ピンクのマスクが女性
に人気であるが薄い色で無地という点に変わり

はない。マスクには仮面のような別の顔は描か
れていない。本人とは別の自分を主張しはしな
い。
　 さ て，嘘 に は 2 種 類 あ っ て，一 つ は，真
の 情 報 は 一 切 伝 え な い や り 方 で あ る 隠 蔽

（concealment）で，虚 偽 に 類 す る 事 柄 に は
全く触れず何も話さない。もう一つは，偽装

（falsification）で偽りの情報をあたかも真実で
あるかのように見せかけるやり方である。本当
の情報をただ黙っている，あるいは何も知らな
いと言い張る隠蔽とは異なり，積極的に嘘の情
報を作成し嘘の体系を構築しようとするのが
偽装である。嘘の類型と対応させて考えるなら
ば，仮面はどちらかと言えば偽装に近いであろ
う。真実の顔を偽りの別の顔で覆い隠してしま
うのであるから。他方，マスクの場合は顔の下
半分に限定されはするが，こちらは隠蔽とよく
似ている。無地のマスクで覆うだけ，包み隠す
だけでそれ以外の情報を与えようとしないので
ある。
　嘘のつきやすさ，つきとおしやすさという点
では，隠蔽のほうが偽装よりも簡単である。隠
蔽は何もなかったように，何も知らないものと
して過ごせばよいだけである。それに比して偽
装はその前後の時間関係や場所，数字，人間関
係など関連事項のすべてと矛盾を生じさせない
ように注意し記憶していなければならない。こ
のように考えてみると，だてマスクは特に偽り
の自分を見せようとしているのではなく自分に
関する情報をただ与えないようにしているだ
けであり，それは比較的容易な方法で達成でき
る。
　補足的に仮面についても考えておくと，別の

（偽りの）パーソナリティを演じ，一つの統合さ
れた人格の持ち主としてあらゆる場面，人間関
係を矛盾なくこなさなければならないため，高
度な演技力の持続性が要求される。
　だてマスクを仮面と比較し，嘘の種類で分類
してみた結果，つぎのような特色が明らかとな
る。だてマスク着用はそのことで相手に本来の
自分とは別の好ましい自分を見せようとしてい
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るのではない。本来の自分の好ましくない面が
露呈することを避けるため，自分に関する情報
を相手に与えないようにする方略である。そこ
にはいわば消極逃避的な対人関係の在り方が見
て取れる。もっと別の言い方をすれば，賞賛獲
得欲求よりも拒否回避欲求が勝っているといっ
てもよいであろう。

だてマスク着用の理由あるいは目的に
ついて

　だてマスク着用について自己呈示や，アイ・
コンタクトおよび仮面などとの比較から概観し
てきたが，着用のより具体的な理由あるいは目
的，効用について考えたい。性別や年代によっ
ては，また季節によっては当てはまらない場合
もあるが，さまざまな角度から眺めたい。さら
に細分化できる項目ややや重複している項目も
あるが，推測される20ほどの項目は大きく 3 つ
のカテゴリーに分類することができる。
　（1）生理的快適さに関するもの
　　 　マスクも衣服と同じく身に着けるもので

あるため，身体や感覚にさまざまな効果を
もたらすのは必然である。一般の衣服と大
きく異なる点は，口に着けることと，色・
柄・デザイン・素材が極めて限定的で自己
のアピール性が低いことである。

　・ 顔の防寒具として，着用していると顔が暖
かいから。

　・ 顔の乾燥を防ぎ肌の保湿効果が期待できる
から。

　・ 紫外線，日焼け予防の対策になるから。
　・ 周囲の人や環境からのいやな臭いを吸い込

みにくいから。
　・ 気になる自分の口臭の拡散を防ぐことがで

きるから。

　（2）美容や外見に関するもの
　　 　マスクは美容の最大の関心が向けられる

顔に着用するため，美容との関連は高い。
主に欠点をカバーする目的と魅力をアップ

する目的の 2 つに分けられる。このカテゴ
リーでは女性に該当する項目が多くなるで
あろう。

　・ 自分の顔，特に口元や鼻，顎のあたりの外
見に劣等感を持っているから。

　・ 歯並びの悪さや露出しすぎる歯茎を隠せる
から。

　・ 肌の汚さやしわ，しみ，ニキビなどを隠せ
るから。

　・ 顔の露出部分が少なくなって小顔に見える
から。

　・ 化粧をする時間的余裕がなかった，または
化粧するのが面倒であったから。

　・ 髭を剃る時間的余裕がなかった，または髭
剃りが面倒であったから。

　・ マスクをすると顔の魅力が上昇すると思え
るから。

　・ マスクの下の顔が神秘的となってよりよい
想像がされそうだから。

　・ マスクをすることで下半分が覆われて，自
信のある目の部分が強調されるから。

　（3）コミュニケーション不安に関するもの
　　 　マスク着用は物理的効果だけではなく

心理的効果ももたらす。だてマスクとなる
とその心理的影響は一層大きくなるであ
ろう。マスクは自分と相手との間のバリ
アーとしての安心感をもたらす。さらにバ
リアーとして自分への接近・接触を遮る役
目を果たす。そして煩わしいコミュニケー
ション事態から消極逃避的に遠ざかること
もできる。

　・ 自分が一種の壁で守られているように感じ
られるから。

　・ 相手に内心の緊張や動揺，本音を察知され
にくくなるから。

　・ 相手に自分の（望ましくないと思っている）
性格を知られたくないから。

　・ 人見知りで活発な対話を望んでいないこと
を暗に伝えられるから。

　・ あまり話しかけられたくないから。
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　・ まずい人と出会いそうになったとき，気づ
かれずにやり過ごせそうだから。

　・ 他者からの視線をあまり意識しないで済む
から。

　・ 笑ったときに手で口を隠さなくてもよい（感
情をみだりに表したくない）から。

　・ 眠い，疲れた，不機嫌な状態や気分のとき，
その表情を隠せるから。

　・ 対面したときに，表情のコントロールに苦
労しなくてよいから。

　・ コミュニケーション能力が低く，対人関係
の維持が辛いから。

　以上，多くの項目を掲げたが一個人がこれら
すべての項目を目的・理由としてだてマスクを
着けているわけではない。一つ，あるいは少数
の理由が一人の個人に該当するであろう。さら
に時間的余裕のないときだけや知人が多く集ま
る場所に出かけるときだけなど一時的なだてマ
スクもあれば，自分の深い心理に根ざしていて
食事，風呂，睡眠以外は常時だてマスクを着用
しているケースもあろう。

だてマスク着用社会の問題点

　マスクを着けている人を見かけても，本来的
なマスク使用なのか，だてマスクなのか即座に
は判断つかない。それにマスク着用はいくつか
の公的場面や職業を除いて社会の規範に反する
わけでない。そのため，多くの場合にマスク着
用は個人の自由であり，他者からの直接的な制
御を受けることはない。2009年にインフルエン
ザ大流行があり，これがきっかけとなってマス
クの着用が広まり定着してきたようである。マ
スクを着用してみて医療・健康上の効能以外に
も上述の 3 つの効果を体感した者がマスクを手
放せなくなったのではないかと推察する。そし
て自分の周辺にマスク着用者が多数いることか
ら，異端児扱いされることもなく安心してマス
ク着用を続けていられるのであろう。
　ここでは心理学的な視点から「（3）コミュニ

ケーション不安に関するもの」を中心に考察を
加えていきたい。人は程度の差こそあれ，他者
とのコミュニケーションに気がかりや緊張，不
安などを感じる。またそれは相手との関係や場
の重要度の認知により変わってくる。多くはさ
まざまな困難を伴うコミュニケーション事態を
乗り越え，経験を積み，徐々に慣れてくるが，
マスクを着けていたほうが苦痛が少ないことを
経験すると，精神的苦痛や恥の予感を持ったと
きにはマスク着用に依存する傾向が生じてく
ると思われる。相手とうまくコミュニケーショ
ンをとる自信がない，つまり自分の考える内容
や水準のよい印象・評価を相手に持ってもらえ
る自信がないとき，そして少々の努力や工夫で
はとても達成できないと考えたときに，コミュ
ニケーションを遮断する方向を選択するのでは
ないか。そのための手っ取り早い方法がだてマ
スクの着用である。これならば社会から完全に
孤立するのではなく，必要最小限の人間関係を
維持しながら，自分のバリアーを築いてある程
度他者との関わりを抑制できるのである。また
マスクを外してもよい状況，外したい状況であ
れば，マスクを外してより活発なコミュニケー
ションを回復することもできる。自分と他者と
の関係の密度をマスクを介してコントロールし
ているのである。
　別の角度から見ると，それだけ他者との関係
調整能力が低下，衰退しているともいえる。か
なり以前になるが小此木啓吾（1987）は「1.5の
時代」の中で一人称と二人称の中間としての考
えを述べている。その指摘された時代の傾向は
ますます強まっているように思われる。つまり
私とあなたの中間，簡単にいえば自分からの操
作には応答してくれるが自分の自我にまでは侵
入してこない対象との関係が好まれ蔓延してい
る。具体的にはパソコンやスマホなどのゲーム
であり応答性はあるが相手からの応答をすべて
思い通りには支配できないものである。自分が
負かされることもあるが相手は機械（ソフト）
なので自分が批判されたり責められたりしな
い。その代り機嫌を取ったり謝罪したりする必
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要もない。広くとらえればテレビや自動販売機
なども当てはまるのではないか。こうして他者
と付き合う煩わしさや難しさはなく，しかもか
なり自分の希望どおりに対応してくれる相手が
簡単に手に入る時代になったのである。生身の
人間を相手としてコミュニケーションをとる機
会が減り，このことがコミュニケーション能力
が育ちにくい原因の一つであろう。現実の人間
との付き合い方がわからない。何から話せばよ
いのか，どのように表現すればよいのか，どん
な表情を示せばよいのか，自分にそれらができ
るのか，だてマスクを着用すれば完全ではない
がこれら問題を少しは軽減できる。
　また現在は，電子メールやSNSのフェイス
ブック，Twitter，インスタグラムなどが隆盛
を極めているが，これらは媒介的（間接的）コ
ミュニケーションである。直接相手と顔を合わ
せなくても伝達が可能である。実際の声も表情
も姿勢も筆跡も個人的準言語的要素をほとん
ど取り去って相手と通じることができる。メー
ルやSNSを使えば，感謝，依頼，勧誘，謝罪，抗
議，欺瞞など，それぞれに相応しい声の調子や
表情を相手に示さなくとも用は足りる。このよ
うにメディアの発達に伴い相互に顔を見せな
いコミュニケーションが普及してきた。原島　
博（1998）はこの社会的現象を「匿顔のコミュニ
ケーション社会」と名付けている。直に会って
顔を見せ合って自分を示しながら話をしなくて
もよいコミュニケーションが一般化しつつある
時代である。だてマスクはまさにこうした時代

の人々に好都合なものであろう。
　観光では一人旅の企画が珍しくなくなってき
た。一人カラオケもある。恋愛を苦手とする若
者が増えてきた。ゲーム画面や塾での学習が子
どもたちの集団遊びを減らしてきた。仕事の後
の飲み会や社内旅行を拒否する若手社員が多く
なってきた。人と人とのコミュニケーションの
質的変化がだてマスク着用に象徴されているよ
うに思えてならない。個人情報が過剰なほど保
護され，他者との関係に繊細で公的自己意識の
高い人々の気持ちがだてマスクに集約されてい
るかのようである。
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